
→問２－２も回答 →問２-２も回答 

平成 30年度生涯学習分野のボランティア受入れに関する調査票 
 

 この調査票は栃木県学習情報提供システム「とちぎレインボーネット」のダウンロードサービスから入手できます。 
 

                                                                 回答日 平成 30年６月   日   

施設名  

 受入れ担当者 職名   氏 名 
 

 

連絡先 

住 所 
〒 

TEL  FAX  

e-mail  

 

問１ 貴施設では、生涯学習ボランティアの受入れ（またはボランティアの依頼）を行っていますか。 
１つ選んで○をつけてください。 

① 受け入れている。  →問２、３、４を回答 

② 受け入れる用意はあるが、現在は受け入れていない。  →問３、４を回答 

③ 受け入れていない。  →問４を回答 
 

＜問２は問１で①と答えた方への質問です。＞ 
 
問２  貴施設で現在受け入れているボランティアへの依頼事項を選び、○をつけてください。（複数回答可）  

① 学級・講座のメイン講師  
 

  
② 学級・講座のサブ講師アシスタント  

③ 学級・講座・イベントの受付会場設営、記録等  

④ 学級・講座・イベント開催時の託児手話通訳等  

⑤ 施設の管理・運営（修繕・整備等）  

⑥ その他（                          ）  

 
問２-２  問２で①、②と答えた方への質問です。下記活動分野分類例を参考に、貴施設で現在受け入れているボラン

ティアの活動分野として該当するものを選び○をつけてください。（複数回答可） 
①美術・工芸・書道  ⑥生活・趣味  ⑪スポーツ  

②舞踊・演芸  ⑦福祉  ⑫家庭教育  

③音楽  ⑧生涯学習  ⑬祭り・文化  

④語学  ⑨産業・政治・経済  
⑭その他 ※  

⑤文学・文芸  ⑩自然・社会科学  
 

※ ⑭ その他の内容について具体的に記入ください。 

 

 

＊活動分野分類例  
①油絵、水彩画、日本画、日光彫り、押し絵、書道、ペン習字等 ②バレエ、フラメンコ、人形劇、朗読、紙芝居、腹話術、奇術
等 ③コーラス、バイオリン、ピアノ、民族音楽等 ④日本語、英語、英会話、その他外国語、通訳等 ⑤古典文学、現代文学、
外国文学、児童文学、民話、読み聞かせ、短歌、俳句等 ⑥消費生活、家庭医学、健康問題、編み物、手芸、写真、託児等 ⑦福
祉全般、障がい者支援、点字、点訳、手話、介護、傾聴等 ⑧社会教育全般、男女共同参画社会、青少年支援、女性学、パソコン
等 ⑨農業、工業、雇用、職業訓練、法律、国際交流、地方自治等 ⑩環境問題、公害、自然保護、資源、原子力等 ⑪テニス・
ゴルフなどのスポーツ全般、野外活動、レクリエーション、ヨガ、エアロビクス等 ⑫子育て支援・親学習等 ⑬伝統芸能・民謡
・文化財解説等 

 
＜問３は問１で①、②と答えた方への質問です。＞ 
 
問３  貴施設で今後（さらに・新たに）ボランティアを受け入れる際に、ボランティアへ依頼したい事項を選び○

をつけてください。（複数回答可）  

① 学級・講座のメイン講師   

→次頁の問３-２も回答 
② 学級・講座のサブ講師アシスタント  

③ 学級・講座・イベントの受付会場設営、記録等  

④ 学級・講座・イベント開催時の託児手話通訳等  

⑤ 施設の管理・運営（修繕・整備等）  

⑥ その他（                    ）  

⑦ 今後、新たなボランティアの受け入れの予定はない  



 

問３-２  問３で①、②と答えた方への質問です。今後受け入れたいボランティアの活動分野として該当するものを選
び、○をつけてください。（※問３の活動分野分類例を参考にしてください。） 
① 美術・工芸・書道  ⑥ 生活・趣味  ⑪ スポーツ  

② 舞踊・演芸  ⑦ 福祉  ⑫ 家庭教育  

③ 音楽  ⑧ 生涯学習  ⑬ 祭り・文化  

④ 語学  ⑨ 産業・政治・経済  
⑭ その他 ※  

⑤ 文学・文芸  ⑩ 自然・社会科学  
 

※ ⑭ その他の内容について具体的に記入ください。 

 

 

＜問４は全ての方への質問です。＞  
 

問４   貴施設では、体験活動ボランティア活動の場として青少年の受入れを行っていますか。１つ選んで回答用紙
に○をつけてください。 
① 受け入れている。（中学生の社会体験・マイチャレンジ、高校生のインターンシップ含む）  →問４-２も回答 

② 受け入れる用意はあるが、現在は実施していない。   

③ 受け入れていない。   

 

 
問４-２  問４で①と答えた方への質問です。貴施設では、青少年の体験活動ボランティア活動支援として、情報発信

できる行事等がありますか。ありましたら記入例を参考に御記入ください。 
 

※ 中学生の社会体験活動（マイチャレンジ）、高校生のインターンシップ等は記入の必要はありません。 

＊記入例 

施設名 ○○○町立図書館 

 

対  象 活動内容 期間・時間帯 受入れ条件 

高校生  
 

○○教室での子どもたちの活動補助 
 

毎週土曜日 
 10時から12時 

継続できる人 
 

小・中・高校生 図書の整理 毎週土・日 
 10時から12時 

ボランティア保険加入 
（公費） 

 

施設名  
 

対  象 活動内容 期間・時間帯 受入れ条件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

御協力ありがとうございました。添書は不要です。調査用紙のみ、ＦＡＸまたはメールで６月 29日（金）までに返信ください。 

 

≪宛先・問合せ先≫ 

栃木県体験活動ボランティア活動支援センター（栃木県総合教育センター生涯学習部内） 

担当 伊東 宏隆 

 FAX：028-665-7219  メール：t-itoh01@pref.tochigi.lg.jp   

TEL：028-665-7206 
 

file:///G:/t-itoh01@pref.tochigi.lg.jp

